
保健医療への献身、職業人としての成長、 学術活動の推進、 経済的安定、 趣味や興味．．．

我々の前にはいつも ”目には見えないドア” がある。 君はどのドアを選ぶのだろう。

私は高知の海沿いの町で育ち、 一人で釣りに出かけては大海の向こうを見続けた。 未知への憧れが強い。

困難な仕事も好きだと思う。

現在取り組んでいる ”医療アプリの社会実装” は、 最適解が見えない中で開けたドアだが、

色々な苦難を経てやっと光が見えてきた。 やはりドアは開けるに限る。

講演ではその取り組みを紹介しながら、 ”目には見えないドア” を考えてみようと思う。

<学歴>　
昭和54年、高知県リハビリテーション学院卒（理学療法士）
昭和62年、青山大学教育学科卒
平成11年、昭和大学博士（医学）

<職歴>
昭和54年、慶應義塾大学月ヶ瀬リハビリテーションセンター
昭和56年、米国留学（リハビリテーション研修、ミシガン大学・他）
昭和57年、聖マリアンナ医科大学病院リハビリテーション部
平成14年、名古屋大学医学部保健学科　教授
平成16年、名古屋大学大学院医学系研究科（保健学）　教授
令和　4年、愛知医科大学　特命教授（循環器内科）　

<専門分野>
ライフスタイル改善による循環器疾患の一次・二次予防

<主な学術活動>
日本循環器学会　学術委員会委員
・2000年〜2001年：「心疾患における運動療法に関するガイドライン作成班」
・2006年〜2008年：「心疾患における運動療法に関するガイドライン作成班」
・2011年〜2012年：「心疾患におけるリハビリテーションに関するガイドライン作成班」
・2019年〜2021年：「心臓リハビリテーションに関するガイドライン作成班」

<学術活動>
1999年〜　日本心臓リハビリテーション学会　理事
2014年〜　日本循環器予防学会　理事（第57回日本循環器予防学会学術集会長）
2016年〜　日本臨床生理学会　理事(第58回日本臨床生理学会総会長)

<所属学会>
日本心臓リハビリテーション学会、日本循環器病予防学会、日本臨床生理学会
日本循環器学会、日本心不全学会、日本心血管インターベンション治療学会

「君はどのドアを開けるのか？」

日本循環器理学療法学会主催 特別講演

愛知医科大学 
特命教授(循環器内科)　

山田 純生
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第9回日本循環器理学療法学会学術大会


